
  
 

かいはつ グラフ 

北海道開発局広報誌 

2014 年５月発行 

体験型ツーリズムで北海道を堪能しよう     
第１回 観光資源を歩いてつなぐフットパス 

事業紹介／ 
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フ
ッ
ト
パ
ス
で
大
自
然
を
体 

感
し
よ
う 

フ
ッ
ト
パ
ス
と
い
う
言
葉
を 

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
地
域
の 

あ
り
の
ま
ま
の
自
然
や
風
景
を 

楽
し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で 

き
る
小
径
（P

ath

）
の
こ
と
で
、 

イ
ギ
リ
ス
が
発
祥
の
地
と
さ
れ 

て
い
ま
す
。 

 

道
内
各
地
で
自
治
体
や
市
民 

団
体
を
中
心
に
フ
ッ
ト
パ
ス
コ 

ー
ス
の
整
備
な
ど
の
取
組
が
進 

め
ら
れ
て
お
り
、
観
光
案
内
所 

な
ど
に
お
す
す
め
の
コ
ー
ス
マ 

ッ
プ
を
置
い
て
い
る
地
域
も
あ 

り
ま
す
。 

北
海
道
は
新
緑
の
季
節
を
迎 

え
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
行
楽

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。 

誰
で
も
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
、 

気
軽
に
楽
し
め
る
フ
ッ
ト
パ
ス 

で
、
北
海
道
の
自
然
を
満
喫
し 

な
が
ら
健
康
増
進
を
図
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

         

道
内
の
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス 

 

道
内
で
は
様
々
な
団
体
が
フ 

ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
の
紹
介
や
イ 

ベ
ン
ト
の
開
催
を
行
っ
て
い
ま 

す
。
稚
内
で
は
氷
河
期
に
形
成 

さ
れ
た
と
い
う
周
氷
河
地
形
の 

宗
谷
丘
陵
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
、 

根
室
で
は
酪
農
家
が
自
分
た
ち 

の
牧
場
を
つ
な
げ
て
作
っ
た
コ 

ー
ス
、
函
館
で
は
、
日
本
最
古 

の
観
覧
車
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
電 

柱
な
ど
の
土
木
・
産
業
遺
産
を 

巡
る
コ
ー
ス
な
ど
、
地
域
の
観 

光
資
源
を
活
か
し
た
特
色
あ
る 

コ
ー
ス
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど 

で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
自
治
体
が
紹
介
し 

て
い
る
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
の 

う
ち
、
ニ
セ
コ
町
お
す
す
め
の 

コ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

自
然
豊
か
な
地
域
ニ
セ
コ
エ 

リ
ア ニ

セ
コ
エ
リ
ア
は
、
札
幌
か 

ら
国
道
２
３
０
号
を
通
り
中
山 

        峠
を
越
え
て
行
く
か
、
小
樽
回 

り
で
国
道
５
号
線
を
通
り
稲
穂 

峠
を
越
え
て
、
車
で
約
２
時
間 

の
位
置
に
あ
り
、
周
囲
を
羊
蹄 

山
や
ニ
セ
コ
連
峰
の
山
岳
に
囲 

ま
れ
た
自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。 

こ
の
地
域
で
は
、
豊
か
な
自 

然
を
背
景
に
、
春
か
ら
秋
は
ニ 

セ
コ
連
峰
や
羊
蹄
山
へ
の
登
山 

・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
尻
別
川
で 

の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
や
渓
流
釣
り
、 

冬
は
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド 

な
ど
、
１
年
を
通
じ
て
、
様
々 

な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

          
 

体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
北
海
道
を
堪
能
し
よ
う
！ 

 

第
１
回 

観
光
資
源
を
歩
い
て
つ
な
ぐ
フ
ッ
ト
パ
ス 

①有島記念館から見た羊蹄山 

－１－ 

北
海
道
は
、
広
大
な
大
地
と
豊
か
な
自
然
、
お
い
し
い
農
水
産
品
な
ど
を
背
景
と
し
た
豊
富
な
観
光
資
源
が
あ
り
ま
す
。 

て
つ
け
の
観
光
と
言
え
ま
す
。
か
い
は
つ
グ
ラ
フ
で
は
、
道
内
各
地
の
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。 

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
始
め
と
し
た
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
こ
う
し
た
北
海
道
の
魅
力
を
全
身
で
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
北
海
道
に
う
っ 



ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
フ
ッ
ト
パ

ス
コ
ー
ス 

 
ニ
セ
コ
町
で
は
、
自
然
、
観

光
、
農
業
と
い
っ
た
町
の
特
徴

を
活
か
し
た
３
つ
の
フ
ッ
ト
パ

ス
コ
ー
ス
と
４
つ
の
サ
イ
ク
リ

ン
グ
コ
ー
ス
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
フ
ッ
ト
パ
ス
コ

ー
ス
の
中
か
ら
作
家
有
島
武
郎

ゆ
か
り
の
地
が
多
く
含
ま
れ
る 

「
文
学
・
歴
史
の
散
歩
道
コ
ー

ス
」
を
歩
い
て
み
ま
し
た
。 

 

「
文
学
・
歴
史
の
散
歩
道
コ
ー

ス
」
を
歩
く 

 

ニ
セ
コ
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
作
家
有
島
武
郎
ゆ
か
り
の
地

を
め
ぐ
り
、
道
の
駅
ニ
セ
コ
ビ

ュ
ー
プ
ラ
ザ
を
経
由
し
て
ゴ
ー

ル
の
町
営
温
泉
「
綺
羅
乃
湯
」

に
至
る
全
長
１
０
㎞
程
度
の
コ

ー
ス
で
す
。 

           

ス
タ
ー
ト
の
ニ
セ
コ
駅
か
ら

少
し
歩
く
と
小
説
「
親
子
」
に

登
場
す
る
坂
に
着
き
ま
す
。
未

舗
装
で
急
勾
配
な
こ
の
坂
を
越

え
る
と
、
羊
蹄
山
と
丘
陵
地
の

美
し
い
田
園
風
景
が
開
け
ま
す

（
写
真
②
、
③
）
。 

遊
歩
道
を
通
っ
て
、
弥
照
神

社
や
有
島
解
放
記
念
碑
（
写
真

⑤
）
を
見
た
後
で
、
有
島
記
念

公
園
・
記
念
館
に
立
ち
寄
れ
ば
、

途
中
で
見
て
き
た
有
島
武
郎
ゆ

か
り
の
地
に
つ
い
て
も
詳
し
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
（
写
真

① 

記
念
館
で
は
常
設
展
示
の

他
、
十
五
分
程
度
の
ビ
デ
オ
上

映
も
あ
り
ま
す
）
。 

有
島
記
念
館
を
出
て
遊
歩
道

を
２
㎞
程
歩
く
と
道
の
駅
ニ
セ

コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
に
着
き
ま
す
。 

             

道
の
駅
に
併
設
さ
れ
た
農
産
物

直
売
所
で
は
、
ニ
セ
コ
産
に
こ

だ
わ
っ
た
新
鮮
な
野
菜
を
購
入

で
き
る
ほ
か
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

コ
ー
ナ
ー
で
は
地
元
食
材
を
使

っ
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
あ
げ

じ
ゃ
が
で
一
息
つ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
（
下
枠
も
ご
覧
下
さ
い
）
。 

 

道
の
駅
を
過
ぎ
て
殖
民
軌
道

跡
（
昭
和
二
十
八
年
頃
ま
で
営

農
物
資
や
収
穫
物
の
運
搬
に
使

わ
れ
て
い
た
軌
道
跡
）
を
通
り
、

ニ
セ
コ
大
橋
（
写
真
④
）
を
く

ぐ
れ
ば
、
ゴ
ー
ル
の
駅
前
温
泉 

綺
羅
乃
湯
に
到
着
で
す
。 

 

延
べ
３
時
間
半
程
度
の
コ
ー

ス
で
す
が
、
明
治
時
代
の
国
有

未
開
地
の
払
い
下
げ
以
後
、
有

島
農
場
を
始
め
開
拓
が
進
め
ら

れ
て
き
た
旧
狩
太
町(

現
ニ
セ

コ
町)

の
歴
史
や
有
島
武
郎
の

作
品
の
背
景
な
ど
も
学
べ
る
有

意
義
な
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
で

し
た
。 

 

 
 

 
 

        

  

本
文
の
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
で
も

触
れ
た
道
の
駅
「
ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー
プ

ラ
ザ
」
は
、
国
道
５
号
沿
い
、
羊
蹄

山
の
雄
大
な
景
色
を
眺
め
る
こ
と
が

で
き
る
場
所
に
あ
り
ま
す
。 

        

道
の
駅
内
に
は
、
観
光
や
道
路
に

関
す
る
情
報
発
信
の
ほ
か
、
お
み
や

げ
や
地
酒
な
ど
を
販
売
し
て
い
る

「
情
報
プ
ラ
ザ
棟
」
、
ニ
セ
コ
産
の
農

産
物
や
加
工
品
が
並
ぶ
「
農
産
物
直

売
所
」
及
び
「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
コ
ー

ナ
ー
」
な
ど
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
屋
外
に
は
、
ニ
セ
コ
エ
リ

ア
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
す
る
観
光
客
に

配
慮
し
た
自
転
車
ス
タ
ン
ド
が
設
置

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
休
憩
テ
ラ
ス
な

ど
の
設
備
が
あ
り
、
天
気
の
良
い
日 

      

に
は
、
羊
蹄
山
の
雄
大
な
景
色
を
眺

め
な
が
ら
休
憩
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

       

施
設
内
に
は
、
防
災
用
大
型
モ
ニ

タ
ー
や
停
電
時
の
発
動
発
電
機
を
常

備
す
る
な
ど
、
暴
風
、
豪
雨
、
豪
雪

な
ど
の
災
害
時
の
防
災
拠
点
と
し
て

の
機
能
も
付
加
さ
れ
て
お
り
、
地
域

の
観
光
拠
点
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

防
災
拠
点
と
し
て
も
重
要
な
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

ニ
セ
コ
方
面
に
観
光
の
際
は
、
道

の
駅
に
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？ 

        

 
 有島武郎(1878～1923)  
 
小説家・評論家。学習院中等科卒業後、札幌農

学校に編入学。志賀直哉、武者小路実篤、弟生

馬、里見弴らと共に「白樺」同人となり、「カ

インの末裔」、「生まれ出ずる悩み」など北海道

を舞台にした作品を多数発表した人道主義文

学の代表的な作家。 
大正１１年に父武から受け継いだ４４４ha

に及ぶニセコの農地を、土地共有を前提に無償

解放した。有島武郎が小作人を集め、無償解放

を宣言した場所が弥照神社。 

②急勾配な「親子の坂」を越えると羊蹄山と美しい田園

風景が広がります。 

⑤有島武郎が農場解放を宣言し

た弥照神社（上）と有島解放記

念碑（下） 

③昭和40年に建てられた山小屋

風のニセコ駅駅舎からスタート 

－２－ 

④ニセコ大橋は、ニセコの四季と

調和した色として黄色が採用さ

れています。 

どこのカントリーサイン？ 

～  はみだしクイズ ～ 

道
の
駅
で
ち
ょ
っ
と
休
憩 

「
ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
」 

 

住所：虻田郡ニセコ町元町 77-10 

情報プラザ棟（上）と物産展

の様子（下）地酒「蔵人衆」

を始め、地元産品を原料とし

た加工品などが並ぶ。 

下のカントリーサインは、京極町、ニ

セコ町、倶知安町、真狩村、蘭越町、喜

茂別町の６つの町村のものです。 

どれがどの市町村のカントリーサイ

ンかわかりますか？  

地域の特産などから考えてみましょ

う（答えは最終ページに掲載）。 

 

 

 
ア イ 

カ 

ウ 

オ エ 

カントリーサインは、市町村界に設置

されている道路標識です。 

各市町村のシンボルマークとして地

域の特色を活かしたデザインとなって

います。 

 



       

ニ
セ
コ
地
区
は
、
羊
蹄
山
と
ニ
セ
コ

連
峰
の
麓
に
拓
け
た
自
然
豊
か
な
農

業
地
帯
で
す
。 

本
地
区
は
、
２
本
の
さ
く
ら
ん
ぼ
の

木
に
代
表
さ
れ
る
丘
陵
地
の
ほ
か
、
尻

別
川
沿
い
の
低
平
地
に
農
地
が
拓
け

た
雄
大
な
農
村
景
観
を
形
成
し
て
い

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ニ
セ
コ
地
区
で
は
、
畑
作
野
菜
、
水

稲
、
酪
農
な
ど
、
多
種
多
様
な
営
農
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
「
ニ
セ
コ
じ
ゃ
が
」
を
は
じ 

め
と
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
に

向
け
て
、
農
産
物
直
売
所
な
ど
を
活
用

し
た
地
産
地
消
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。 

          

      

し
か
し
な
が
ら
、
地
区
内
の
農
地
は

基
盤
整
備
が
遅
れ
て
お
り
、
小
区
画
や

急
傾
斜
、
排
水
不
良
な
ど
の
ほ
場
条
件

か
ら
生
産
性
が
低
く
、
農
家
の
高
齢
化

が
進
展
す
る
中
で
、
担
い
手
農
家
へ
の

農
地
の
承
継
が
困
難
な
た
め
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

           

こ
の
た
め
、
平
成
２
６
年
度
か
ら
、

暗
渠
排
水
の
整
備
や
傾
斜
改
良
等
を 

行
う
、
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
農
地
の

排
水
機
能
や
作
業
性
、
生
産
性
の
向
上

が
図
ら
れ
、
ニ
セ
コ
農
業
の
よ
り
一
層

の
振
興
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

                                

― 

ニ
セ
コ
町
農
業
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い 

― 

ニ
セ
コ
町
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ア

ス
パ
ラ
、
メ
ロ
ン
、
ゆ
り
根
な
ど
の

畑
作
や
野
菜
作
の
ほ
か
、
水
田
や
酪

農
な
ど
、
多
様
な
農
業
が
営
ま
れ
て

い
ま
す
。 

町
で
は
、
地
産
地
消
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
平
成
十
二
年
か
ら
町
内
の

小
学
校
給
食
で
使
用
さ
れ
る
お
米
は

全
量
が
ニ
セ
コ
町
産
と
な
っ
た
ほ
か
、

お
米
以
外
の
野
菜
も
相
当
量
、
地
元

産
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

飲
食
店
な
ど
で
の
地
場
農
産
物
使
用

の
呼
び
掛
け
も
行
っ
て
お
り
、
ホ
テ

ル
で
提
供
さ
れ
る
食
事
な
ど
で
使
用

頂
い
て
い
ま
す
。 

ニ
セ
コ
町
と
い
え
ば
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
（
男
爵
、
き
た
あ
か
り
）
で
有
名

で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
農
作
物
も
減

農
薬
・
減
化
学
肥
料
に
よ
る
ク
リ
ー

ン
農
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
安
全
・
安
心
な
ニ
セ
コ
産
農
作

物
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。 

（
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く
。
） 

 
 

   

 

生
産
性
の
向
上
、
優
良
農
地
の
確
保
で
地
域
の
活
性
化
へ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業 

ニ
セ
コ
地
区 

北海道開発局の事業紹介 

I N T E R V I E W 

ニセコ町国営農地再編推進室の中村係長に、ニセコ町にお

ける農業の取り組みや今後実施される国営土地改良事業

への期待について、お話しを伺いました。 

～ニセコ農業を次の世代に引き継ぐために～ 

ニセコ町国営農地再編推進室 中村 正人氏 

減農薬・減化学肥料の取

り組みにより Yes!clean
の基準をクリアしたニセ

コ産野菜 

今
回
紹
介
し
た
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
で
は
、
農
産
物
の
生
産
性
の
向
上
や
、
札
幌
・
新
千
歳

空
港
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
の
ア
ク
セ
ス
改
善
な
ど
を
図
る
た
め
、
各
種
の
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。 

－３－ 

急傾斜な畑での人力によるジャガ

イモ収穫作業 

羊蹄山を背景とする美しい農村景観 



（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
続
き
） 

～
ニ
セ
コ
町
の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
６
次
産
業
化
の 

取
り
組
み
に
つ
い
て
～ 

 

平
成
十
一
年
か
ら
酒
造
好
適
米
の
生
産
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
酒
米
の
品
種
は
、
当
初
、
初
雫
（
は
つ

し
ず
く
）
か
ら
始
ま
り
、
ニ
セ
コ
の
土
壌
に
合
っ
た
品

種
を
見
つ
け
る
た
め
試
行
錯
誤
を
続
け
た
結
果
、
現
在

は
彗
星
（
す
い
せ
い
）
が
作
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

こ
の
酒
米
で
造
ら
れ
た
お
酒
「
蔵
人
衆
（
く
ら
び
と

し
ゅ
う
）」（
醸
造
元
：
田
中
酒
造
）
は
、
ブ
ラ
ン
ド
力

を
高
め
る
た
め
、
町
内
限
定
販
売
と
し
て
い
ま
す
。 

 

町
内
の
道
の
駅
や
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
な
ど
で
販
売
・

提
供
し
て
お
り
、
ニ
セ
コ
の
名
産
品
と
し
て
定
着
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。 

私
は
、
こ
の
お
酒
が
出
来
た
当
時
、
町
の
担
当
と
し

て
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
販
売
さ
れ
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
異
動
と
な
っ
て
し
ま
い
、
最
後
ま
で
見
届

け
た
か
っ
た
、
と
い
う
思
い
入
れ
も
あ
る
お
酒
で
す
。 

        

ま
た
、
道
の
駅
ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
併
設
の
農
産

物
直
売
所
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
直
売
に
つ
い
て
も

好
調
で
す
。 

ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
直
売
会
で
は
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
直

売
所
と
農
業
者
間
の
情
報
の
受
け
渡
し
を
行
う
こ
と

で
、
品
切
れ
や
入
荷
過
多
を
防
ぐ
効
率
的
な
運
営
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
陳
列
棚
や
入
口
に
生
産
者
の

氏
名
・
写
真
を
掲
載
す
る
な
ど
し
て
、
安
全
・
安
心
な

な
農
産
物
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
直
売
所
の
売
り
上
げ

は
年
々
増
加
し
、
今
で
は
年
間
２
億
５
千
万
円
を
越
え

る
売
り
上
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

          

こ
う
し
た
ク
リ
ー
ン
農
業
や
地
産
地
消
、
ブ
ラ
ン
ド

化
な
ど
の
取
り
組
み
に
加
え
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
収

穫
や
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
も
ぎ
取
り
な
ど
の
農
業
体

験
も
行
い
、
ニ
セ
コ
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。 

 ～
国
営
土
地
改
良
事
業 

ニ
セ
コ
地
区
に
つ
い
て
～ 

 

ニ
セ
コ
町
で
大
規
模
な
土
地
改
良
事
業
が
行
わ
れ

る
の
は
、
今
回
が
初
め
て
の
こ
と
で
、
計
画
し
た
当
初

は
約
７
０
０
ｈ
ａ
の
農
地
し
か
手
が
上
が
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
後
、
期
成
会
も
立
ち
上
が
り
、
真
狩
村

や
士
別
町
な
ど
、
道
内
の
先
進
事
例
を
地
域
の
農
家
を

含
め
み
ん
な
で
学
び
な
が
ら
、
事
業
の
採
択
に
向
け
て

取
り
組
ん
だ
結
果
、
最
終
的
に
は
町
内
の
農
地
の
約
半

分
に
当
た
る
１
４
９
０
ｈ
ａ
の
農
地
が
参
加
す
る
大

規
模
な
事
業
と
な
り
ま
し
た
。 

ニ
セ
コ
町
は
、
昭
和
三
十
九
年
に
狩
太
町
か
ら
現
在

の
町
名
に
改
名
さ
れ
て
今
年
が
五
十
年
の
節
目
の
年

に
あ
た
り
ま
す
。
土
地
改
良
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
生

産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
加
え
、
今
後
も
美
し
い
農

村
景
観
を
ニ
セ
コ
の
観
光
資
源
と
し
て
保
全
し
な
が

ら
、
次
の
世
代
に
農
地
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
（
了
） 

                
 

 

平成２５年１０月にＪＡようていが 

ニセコ町に米低温貯蔵施設を建設しま 

した。 

この施設は、雪の多いニセコ地域の 

特色を活かし、雪を利用した冷房シス 

テムを採用しています。 

 この貯蔵庫でニセコ町ほか近隣２町の YES!clean 基準を満た

す特別栽培米の集出荷の管理を行い、地域ブランド化をめざし

ます。 

ニセコ町の地酒「蔵人衆」。 
道の駅ほか町内で購入可能。 

貯雪庫内の大量の雪（左）が溶けた冷水を熱交換機（中）により倉庫内

の空気と熱交換し、倉庫上部のダクト（右）を通して冷房する。 

－４－ 

エコでクリーンな米貯蔵施設で「ようてい米ブランド」 

の確立へ！ 

I N T E R V I E W 



新
千
歳
空
港
・
札
幌
か
ら
ニ
セ
コ
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
へ 

一
般
国
道
５
号 

倶
知
安
余
市
道
路
（
共
和
～
余
市
）
の
整
備 

            

 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

               

  

  

       

     
 

 
 

 
 

 
 

 

               

 

 

後
志
・
胆
振
地
域
は
約
３
０
年 

で
噴
火
を
繰
り
返
す
有
珠
山
や
樽 

前
山
が
存
在
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、 

国
道
５
号
は
、
太
平
洋
側
ル
ー
ト 

の
代
替
路
と
し
て
、
災
害
・
緊
急 

時
に
重
要
な
役
割
を
担
う
路
線
で 

す
。 高

速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に 

よ
り
、
災
害
リ
ス
ク
等
に
備
え
た 

代
替
ル
ー
ト
が
確
保
さ
れ
、
有
事
の
際
の
迅
速
な
救

援
・
避
難
に
貢
献
し
ま
す
。 

国
道
５
号 

稲
穂
峠
付
近
は
、 

冬
期
間
、
ス
リ
ッ
プ
等
に
よ
り 

通
行
車
両
が
動
け
な
く
な
っ
て 

し
ま
う
「
ス
タ
ッ
ク
」
の
発
生 

回
数
が
、
年
平
均
２
０
回
以
上 

を
超
え
、
道
内
最
多
と
な
っ
て 

い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
コ
ン
テ 

ナ
等
の
大
型
車
の
通
行
に
支
障 

と
な
る
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
等
、 

道
路
交
通
上
の
課
題
が
存
在
し 

て
い
ま
す
。 

高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備 

に
よ
り
、
物
流
の
効
率
化
及
び 

代
替
機
能
の
向
上
が
図
ら
れ
、 

函
館
方
面
と
小
樽
港
な
ど
道
央 

圏
と
の
交
流
を
支
援
し
ま
す
。 

物
流
の
効
率
化
、
代
替
機
能
の
向
上
が
図
ら
れ

ま
す
！ 

一
般
国
道
５
号 

倶
知
安
余
市
道
路
（
共
和
～
余
市
） 

が
新
規
事
業
化
に
な
り
ま
し
た
！ 

スタックの状況（稲穂峠） 国際コンテナ通行支障区間 

（稲穂トンネル） 

ニ
セ
コ
エ
リ
ア
が
よ
り
身
近
に
！ 

災
害
時
の
代
替
ル
ー
ト
と
し
て
寄 

与
し
ま
す
！ 

北
海
道
開
発
局
で
は
、
空
港
・
港
湾
等
の
交
通
拠
点

と
北
海
道
を
訪
れ
る
観
光
客
に
人
気
の
高
い
主
要
な
観

光
地
を
連
絡
す
る
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を

推
進
し
て
い
ま
す
。 

－５－ 

新
千
歳
空
港
か
ら
国
際
的
観
光
地
ニ
セ
コ
へ
の
速
達
性

の
向
上
に
よ
り
、
観
光
振
興
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
支

援
及
び
有
珠
山
噴
火
等
の
災
害
時
の
代
替
路
と
し
て
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
延
長
２
７
・
６
㎞
の
一
般

国
道
の
バ
イ
パ
ス
事
業
で
す
。 

高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ
り
、
新
千
歳
空

港
・
札
幌
～
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
所
要
時
間
が
冬
期
間

に
お
い
て
は
約
３
５
分
短
縮
し
ま
す
。
国
際
的
な
観

光
地
で
あ
る
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
が
、
よ
り
身
近
に
な
る

こ
と
に
よ
り
、
観
光
振
興
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。 

北
海
道
開
発
局
の
取
り
組
み 

一
般
国
道
５
号 

倶
知
安
余
市
道
路
（
共
和
～
余
市
）

は
、
余
市
市
街
地
等
に
お
け
る
交
通
混
雑
の
緩
和
及
び

交
通
事
故
の
低
減
に
よ
る
安
全
性
の
向
上
、
拠
点
空
港 

 

有珠山噴火災害による交通の転換と国際コンテナ輸送ルート 



 
  

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海
道
は
、

地
域
と
行
政
が
連
携
し
て
「
美
し
い
景
観

づ
く
り
」
「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」
「
魅

力
あ
る
観
光
空
間
づ
く
り
」
を
目
指
す
取

り
組
み
で
す
。 

現
在
、
全
道
で
１
１
ル
ー
ト
の
指
定
ル

ー
ト
と
３
つ
の
候
補
ル
ー
ト
が
あ
り
、
約

４
０
０
団
体
が
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

                      

   

各
ル
ー
ト
で
は
、
道
路
の
花
植
え
や
清

掃
、
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
や
沿
道
景
観
の

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
地
域
お
勧
め
の
絶

景
ポ
イ
ン
ト
の
整
備
や
情
報
発
信
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
に
特
徴
あ
る
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

 

 

               

支
笏
洞
爺
ニ
セ
コ
ル
ー
ト
は
、
北
海
道

の
中
央
部
、
支
笏
湖
や
洞
爺
湖
、
有
珠
山
、

羊
蹄
山
な
ど
が
あ
る
支
笏
洞
爺
国
立
公
園

と
、
ニ
セ
コ
連
峰
な
ど
が
あ
る
ニ
セ
コ
積

丹
小
樽
海
岸
国
定
公
園
の
２
つ
の
国
立
・

国
定
公
園
を
走
る
ル
ー
ト
で
す
。 

日
本
を
代
表
す
る
自
然
と
景
観
に
出
会

え
る
こ
の
ル
ー
ト
は
、
３
つ
の
エ
リ
ア
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

『
ウ
ェ
ル
カ
ム
北
海
道
エ
リ
ア
』 

新
千
歳
空
港
か
ら
降
り
立
っ
た
来
訪
者

が
多
様
な
自
然
、
清
ら
か
な
水
、
広
が
り

の
あ
る
農
地
と
お
い
し
い
食
、
彩
り
美
し

い
庭
の
あ
る
街
並
み
な
ど
に
巡
り
会
う
こ

と
が
で
き
る
、
北
海
道
の
魅
力
を
は
じ
め

に
体
感
で
き
る
ル
ー
ト
で
す
。 

 

『
洞
爺
湖
エ
リ
ア
』 

四
季
折
々
に
美
し
い
表
情
を
見
せ
る
洞

爺
湖
と
今
な
お
噴
煙
を
上
げ
る
昭
和
新
山

を
は
じ
め
、
美
し
い
火
山
を
体
感
で
き
る

屋
根
の
な
い
博
物
館
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
ル
ー
ト
で
す
。 

 

『
ニ
セ
コ
羊
蹄
エ
リ
ア
』 

羊
蹄
山
の
あ
る
美
し
い
四
季
折
々
の
風

景
と
尻
別
川
を
は
じ
め
と
し
た
自
然
を
体

験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
訪
れ
た
人
に
感
動

を
与
え
る
ル
ー
ト
で
す
。 

              

春
は
、
清
掃
活
動
や
花
植
活
動
な
ど
の

沿
道
景
観
の
保
全
活
動
、
夏
か
ら
秋
に
は

ル
ー
ト
が
誇
る
美
し
い
景
色
を
楽
し
む
シ

ー
ニ
ッ
ク
デ
ッ
キ
の
設
置
、
冬
は
３
つ
の

エ
リ
ア
が
連
携
し
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル

を
灯
す
『
シ
ー
ニ
ッ
ク
ナ
イ
ト
』
の
開
催

と
、
四
季
を
通
し
て
、
地
域
を
訪
れ
る
皆

様
を
も
て
な
す
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。 

是
非
、
皆
様
も
足
を
運
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
？ 

                 

   

 

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海
道 

支
笏
洞
爺
ニ
セ
コ
ル
ー
ト 

道
路
を
通
じ
て
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り 

２
つ
の
国
立
・
国
定
公
園
を
通
る
魅
力
的
な

ル
ー
ト
～
支
笏
洞
爺
ニ
セ
コ
ル
ー
ト 

支
笏
洞
爺
ニ
セ
コ
ル
ー
ト
の
取
り
組
み 

支笏洞爺ニセコルート図 

－６－ 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                                   

私
が
今
年
の
４
月
か
ら
所
属
し
て
い
る 

農
業
調
査
課
で
は
、
農
業
農
村
整
備
事
業
の

調
査
計
画
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
そ
の
中
で
「
農
地
再
編
整
備
事
業
」

の
調
査
計
画
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
農
地
再

編
整
備
事
業
と
は
、
主
に
区
画
整
理
に
よ
り

ほ
場
の
基
盤
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
担
い

手
農
家
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
を
進
め
、
生

産
性
の
向
上
と
優
良
農
地
の
確
保
に
よ
り
農

業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業

で
す
。 

今
回
は
、
私
が
こ
の
３
月
ま
で
小
樽
開
発

建
設
部
農
業
開
発
課
で
担
当
し
て
い
た
農
地

再
編
整
備
事
業
の
ニ
セ
コ
地
区
着
工
に
向
け

た
調
査
計
画
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。 

 
 

ニ
セ
コ
地
区
の
調
査
は
、
平
成
十
九
年
度

か
ら
３
年
間
、
地
域
の
課
題
や
状
況
を
的
確

に
把
握
し
て
農
業
基
盤
の
整
備
方
向
を
概
定

す
る
た
め
の
「
地
域
整
備
方
向
検
討
調
査
」

を
行
い
、
そ
の
後
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら

の
４
年
間
、
技
術
的
・
経
済
的
な
妥
当
性
を

検
証
し
て
事
業
計
画
案
を
策
定
す
る
た
め
の

「
地
区
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
地

区
調
査
初
年
目
か
ら
最
終
年
ま
で
の
４
年
間
、

一
担
当
と
し
て
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

ニ
セ
コ
地
区
の
受
益
農
地
は
町
全
域
に
わ

た
り
ま
す
。
事
業
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
農
家
が
何
度
も
集
ま
り
、
自
分
の
農
地

だ
け
で
な
く
、
地
域
農
業
の
将
来
の
姿
に
つ

い
て
も
真
剣
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
自
分
は
既
に
離
農
し
て
い
る
が
若

い
世
代
の
た
め
に
条
件
の
良
い
農
地
を
残
し

て
あ
げ
た
い
、
一
体
的
に
整
備
を
す
る
こ
と

で
地
域
全
体
が
良
く
な
る
な
ら
協
力
す
る
、

と
い
っ
た
方
も
徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
こ
と

が
、
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

           
  

ま
た
、
農
家
に
整
備
後
の
具
体
的
イ
メ 

ー
ジ
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
道
内
の
先

進
地
の
視
察
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

調
査
３
～
４
年
目
に
は
二
十
代
か
ら
三
十
代

の
若
い
後
継
者
の
参
加
も
増
え
、
事
業
に
対

す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。 

町
の
関
係
者
も
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
誌
に
事
業
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
常
に
最

新
の
情
報
を
発
信
す
る
等
、
事
業
の
普
及
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

４
年
間
の
調
査
期
間
中
に
は
大
変
な
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
地
元
の
方
々
の
熱
意
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
辿
り
着
け
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。 

ニ
セ
コ
地
区
は
現
在
、
事
業
着
手
に
向
け
た

手
続
き
中
で
あ
り
、
平
成
二
十
七
年
度
に
は
工

事
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
の
事
業
に
よ

っ
て
、
地
域
の
農
業
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

ま
さ
に
ニ
セ
コ
町
の
未
来
の
た
め
の
事
業
で
あ

り
、
そ
の
一
端
に
携
わ
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。 

 

ま
た
、
現
在
担
当
し
て
い
る
調
査
地
区
も
、

ニ
セ
コ
地
区
の
よ
う
に
基
盤
整
備
を
必
要
と
し

て
い
る
地
区
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
北

海
道
農
業
の
振
興
に
少
し
で
も
役
立
て
る
よ
う
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

－７－ 

開発局と地域を結ぶ 

主役はまさに“ひと” 

地域の人々と一緒に考え、行動する 

その最前線に立つ姿を紹介します 

北海道農業の振興に貢献を 

北海道開発局農業水産部農業調査課 

農用地第２係主任  栃本 味千代 

農家との真剣な

議論の様子（上）

と先進地視察で

興味深く耳を傾

ける農家（右） 

し 

最 ・ 前 ・ 線 

ご と 

ア 蘭越町：お米の産地として知られる蘭越

町は良質な温泉でも有名です。 

イ 倶知安町：町のシンボル的なキャラクタ

ーじゃが太くんがスキーをしています。夏

にはくっちゃんじゃが祭りが催されます。 

ウ 真狩村：観光名所の羊蹄山が描かれてい

ます。 

エ 喜茂別町：日本で最初にアスパラガスの

本格栽培を始めた喜茂別町は、特産品のア

スパラガスと羊蹄山が描かれています。 

オ 京極町：ふきだし公園と羊蹄山です。羊

蹄山からの湧き水が一年中湧出していま

す。 

カ ニセコ町：世界的なリゾート地ニセコの

冬の代名詞スキーとニセコの山々です。 

はみだしクイズの回答 


